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第第第
盤…僚繰

京
都
哲
學
意
義
期

本
會
チ
京
都
哲
學
會
ト
稻
ス

本
・
禽
岬
ハ
購
眠
鵬
昌
於
ケ
ル
鞭
桝
墨
響
ノ
研
究
及
莫
聾
及
チ
以
テ
自
的
ト
ス

本
四
ハ
蘭
…
條
ノ
目
駒
チ
灘
一
聖
ン
が
爲
メ
左
ノ
蹴
Ψ
畿
叩
チ
行
｝
フ

　
　
扁
、
毎
月
一
飼
研
究
曾
チ
闘
ク

　
　
一
、
毎
年
憲
秋
二
画
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
繍
、
毎
月
一
回
難
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
嚢
行
ス

第
四
條
　
本
曾
聯
務
所
チ
寮
都
帝
國
大
西
丈
攣
部
内
昌
羅
ク

第
竃
條
本
証
必
同
業
チ
経
潜
ス
ル
爲
メ
昌
左
ノ
役
員
チ
澄
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
三
笠
大
臣
丈
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
員
會

　
　
　
　
昌
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
砦
一
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
一
、
書
鶏
（
一
名
）
委
員
會
昌
盛
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
養
河
ス
ル
江
津
何
人
晶
テ
噸
會
員
タ
ル
駆
ト
チ
得
‘

　
學
校
、
闘
欝
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
圃
麟
皿
ハ
其
團
艦
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

第
七
繰
會
員
ハ
會
饗
ト
シ
テ
年
耳
癖
八
拾
鏡
、
融
後
二
期
漏
分
チ
テ
前
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
禽
鱒
員
ハ
本
禽
艮
ノ
賭
福
挫
ノ
乱
讐
合
昌
欝
席
ス
ル
ロ
ト
チ
得
且
ッ
難
鶏
『
哲

　
攣
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
二
本
會
規
則
ノ
改
正
璽
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
畠
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

丈
學
樽
士
波
多
野
精
一

二
三
博
士
西
田
幾
多
郎

丈
學
博
士

丈
學
士

爵
　
永

千
　
葉

文
學
博
士
　
狩
　
野

丈
攣
博
士

丈
雛
士

丈
墨
薄
士

丈
學
簿
士

丈
墨
博
士

丈
藻
薄
士

胤十

成郎

直
　
喜

高騰

瀬田

武庄

次太

郎郎

植
　
田

藤深松野

丈
學
三
士
　
小繋

田本上嚴西井
文健

壽
　
藏

康＝俊

算郎夫
治
郎

重
　
　
薗

方
　
治
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蓄
　
雛
　
儀
　
究
　
　
第
購
苧
　
一
號

飲
っ
て
能
審
終
儲
れ
「
り
と
な
す
黛
…
㍑
鋳
癌
〃
葭
は
聴
〃
に
塞
憂
目
の
題
…
議
を
す
」
め
み

と
典
に
、
か
く
の
如
く
大
き
な
本
書
を
敢
て
拳
課
さ
れ
た
灘
麿
の
勢
を
多
と

す
る
。
東
京
、
洛
陽
堂
、
出
版
、
定
頼
滲
囹
八
拾
鏡
。
（
深
田
式
）

寄
贈
書
籍
羅
誌

羅
露
攣
原
理
　
　
　
文
曝
士
筒
薦
保
馬
著

自
一
婦
靴
舗
の
欝
欝
　
　
　
　
野
．
醤
船
齢
著

大鼻
繋

選者

　
瓢
○

　
印
腰
佛
臓
器
鶴
黛
　
　
　
　
芸
事
騎
漕
　
　
　
瞬

嚢
學
難
誌
、
丁
贋
倫
理
講
演
鍛
、
心
躁
藩
兜
、
痕
洋
哲
峨
六
合
難
誌
、
東
蕊
．

欝
欝
、
醸
誰
燈
、
　
な
俗
彙
報
、
聡
慧
鐙
丈
學
、
交
化
運
勤
、
墨
校
歌
轡
、
教

育
、
内
弊
数
育
謎
諮
，
鱗
恥
争
覇
1
9
、
駿
育
研
究
、
噌
試
樗
臨
講
　
現
代
教
育
、

棄
京
教
寳
、
　
京
郁
数
育
、
奈
長
牒
教
門
、
欝
岡
懸
教
湾
．
近
江
演
憲
、
戯
孕

縣
三
熱
、
筑
重
敏
賞
、
　
信
濃
読
響
、
佐
賀
縣
教
宵
、
蒸
鑓
敦
育
、
長
瞭
数
育

雄
誌
、
　
宮
銭
遣
盲
、
愛
飼
．
教
盲
、
款
溝
懸
殺
馬
溜
誌
、

號前

儲
支
那
の
竈
愁
に
就
て
・
：
・
：
・
：
：
・
一
：
：
：
・
，
：
：
・
：
丈
応
益
士

W
シ
ェ
舟
ジ
ン
グ
に
於
け
ろ
絶
望
蔚
の
概
念
：
：
：
：
：
．
：
・
丈
軍
士

一
無
意
識
（
完
工
）
：
…
：
∵
…
…
・
：
…
　
　
　
　
　
・
墨
ま

　
脅
ン
ト
の
歴
史
哲
學
（
承
離
）
：
：
：
：
・
：

一
形
式
論
理
學
の
封
象
：
：
・
：
：
・
・
：
・
・
　
　
　
　
　
：
文
摩
士

藁
　
　
報

安三千．久狩

細葉保野
臨庄
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禽
幽

亀
聰便定

一
、
本
門
へ
入
會
希
望
ノ
方
ハ
直
接
本
會
宛
テ
ニ
御
調
丸
呑
下
度
候

．
一
、
會
員
ニ
シ
テ
韓
居
セ
ラ
レ
タ
ル
赫
即
ハ
直
チ
昌
跳
ハ
旨
御
報
知
被
風

　
　
度
候

　
一
、
會
費
ハ
三
三
鷲
座
爽
阪
峯
〇
六
六
蓼
番
、
京
都
暫
醗
鶴
宛
テ
昌

　
　
御
沸
込
被
下
慶
候

　
一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
葉
ス
ル
興
信
及
紹
介
・
薪
利
書
・
交
換
難
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
會
宛
テ
昌
御
搬
逡
被
下
慶
候

　　

@　

@　

@　

@
編
讐
嘆
静
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
窮
濯
O
穴
凶
公
釜
番

一六

鍛
　
［
定

贋
一
下
颪
姶
　
五
　
鏡蟹

　
心
配

　
　
金

十
　
二
　
班
（
溺
金
）
［
金

燐
（
前
金
）
｛
金
豊
圓
五
拾
鑓
一
不

　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
圓
一
不

劇劇i豊

凶
二二受

二
一
星

一
頁
　
　
金
拾
　
　
圓

孚
頁
　
　
金
六
　
　
闘

註文親定

◎
會
員
に
あ
ら
ぎ
る
講
二
者
の
御
三
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
蟹

　
交
館
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
．
一
、
て
代
金
郵
粉
典
葡
金
に
て
御
邊
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
醇
金
に
て
御
幕
金
は
（
丁
重
二
八
O
番
）
蟹
交
館
宛
に
願
上
候

◎
鴻
剛
金
切
れ
の
　
揚
A
ロ
は
馨
封
に
「
愚
剛
金
切
」
の
印
章
細
η
捺
敷
・
ず
べ
き
に

　
付
直
に
彿
佛
込
下
さ
れ
慶
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
球
拾
鈍
調
逡
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
諦
求
書
及
領
牧
書
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
卿
邊
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
八
年
七
月
二
十
七
日
印
影
納
本

大
正
八
年
八
封
　
　
一
　
隣
【
獲
　
　
行

製複許不

載監禁

編
輯
者

塾
代
表
渚

醗
行
者

印
捌
者

印
刷
班

第
四
十
一
號

第
四
二

言
八
冊

京
都
帝
王
大
群
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

大
　
葉
　
久
　
吉

廉
豪
市
庭
准
橋
麗
塞
石
附

難
　
丁
　
昌
　
十
　
七
　
番
　
趣

膏
柳
十
一
郎

粟
察
窮
単
迷
闘
市
谷
加
賀
町

一
丁
目
十
篇
猛
馳

秀
英
舎
第
一
工
揚

非
行
所
準
準
題
螺
鮎
醍
郵
寳
文
半

影
費
元
麟
噸
灘
曜
淋
魑
舜
關
寳
高
館

萱
置
所

（
東
京
）
　
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
　
寳
文
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
弱
戸
）

北
隆
館
、

盛
交
館

寳
文
館



雛
難
獅
文
學
士
高
腿
保
騎
著

讃十干鋼膨
逢穫［蚕繭量

の耀著名

1膀萱全装難

聴試金贋定
銭i二十金痩土

著
者
隔
黒
甜
學
の
研
鐙
に
書
舗
せ
ら
る
＼
こ
と
既
に
十
年
軸
常
に
斯
學
の
純
理
に
没

頭
し
て
、
其
獲
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
り
。

本
書
は
其
間
に
成
れ
る
苦
心
の
勢
作
十
二
章
を
放
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
．
詩
的
惰
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
巻
の
特
色
に
し
て
，
又
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
又
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
世
界
に
於
け
る
肚
會
組
織
の
攣
革
將
に
近
か
ら
ん
と

す
、
此
時
勢
の
必
要
に
鷹
じ
て
．
磁
器
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
．
砒
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
昧
は
む
と
す
る
入
士
に
と
り
て
は
．
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。

どノいフ　　　　　　　　　　み
5

囑要の書審

六五四三窺一

総
轄
進
化
論
の
性
質

三
三
法
則
の
性
質

統
計
的
方
法
と
饒
納
法

生
死
滅
少
…
遡
行
の
法
門

貧
富
と
義
義
率

分
離
器
・

七
就
會
的
定
量
の
法
敵
　
　
　
　
一

熱
熱
購
聾
審
の
羅
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

再
㎜
資
鍛
麹
獺
の
研
究

†
二
　
現
代
丈
明
の
迷
妄
－
生
産
政
策
の
否
定

町石本賑権本感市東夷

番○八二窟東手振
寳灘購糠七

瀬
學
研
究
　
箒
四
十
　
號
柳
箱
蜷
熔
穆
罪
ヨ
愛
翫
（
梅
蜴
駆
梱
）
へ
下
館
紅
梅
遡
娚
獄
撃
　

定
忍
笠
蔵
拾
五
銭


